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高学年児童の被服に対する意識
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《目的》　自己概念の発達からみると．小学生低学年までのプレイ段階では親や教師など

の影響を強く受けるのに対し、中学生のゲーム段階では友人の影響を強く受けるようにな

るといわれている．プレイ段階からゲーム段階への移行期である小学生高学年を対象に．

アンヶ- ト調査により被服の意識と着装行動を調査し．男子児童と女子児童の特徴を中心

に考察した．

《方法》　被験者は東京都世田谷区の小学校の５・６年生．男子児童　104名、女子児童

　109名の計　213名であり.1989年11月に集合調査法によりアンヶ一ト調査を実施した．調

査内容は日頃の着装行動の実態と意識．好きな被服・嫌いな被服などである．調査データ

はカイニ乗による検定、数量化Ⅲ類などの統計的手法により解析した．

《結果》　女子児童は自我が芽生え．被服への関心も強まってき．友達にどう思われるか

ということも、男子児童に比べてより多く着装行動に影響する．また．着る被服を選ぶと

き女子児童は着用場面を考えて選ぶ傾向が男子児童より高い．被服を購入する場合には．

女子児童は親と一緒に行って一緒に選び購入するのに対し、男子児童では親が購入してい

るという特徴がみられる．また．数量化Ⅲ類の分析により,被服の嗜好性の基本的因子と

して、性差（男っぽい；　女っぽい）.年齢（大人っぽい；　子供っぽい）.流行（みなが着

ている；　人があまり着ていない）が抽出された（累積因子寄与率, 45.6% ）．平均的嗜好

としては．女子児童は男子児童に比べて．大人っぽい被服、皆が着ている被服を好む傾向

が強く、また．男っぽい被服に対しても男子児童ほどではないが好む傾向がみられる．
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　目的　被服を調達した後の衣生活では、人と被服とは、被服と着る人・見る人・管理する人と
によって成立っている。この「人と被服」との関わりについて、児童期から広く理解させること

は意義があり、家庭科教育においても重要な課題であると考える。そこで、児童の衣生活意識に

ついて、生活環境との関わりなどの視点から実態を捉えることを目的として検討を試みた。本研

究では、静岡県の児童の衣生活意識に関する実態を調査し、今回直接調査研究する機会が有った

Los Angelesの児童の衣生活意識との比較による考察を試みた。

　方法　調査は次の３段階によった。①1988年7月に実施した静岡県下小学校５年生76名を対象
にした聞き取りと質問紙による調査　②1988年8月から1989年5月にかけて行なったアメリカ合

衆国Los Angelesにおける児童の衣生活の実態の観察調査と資料収集　③1989年6月から10月に

かけて実施した静岡県の小学校５年生男女1112名、Los Angelesの小学校５年生男女81名合計11

93名を対象にした、留め置き法によるアンケート形式の児童の衣生活意識と行動に関する28項目

の質問紙調査。これらの調査資料を用いて、基本集計、クロス集計、相関分析等により解析した。

　結果　静岡県の児童は、女子の方が男子より衣生活意識が高く、顕著な男女差がみられたが、

Los Angelesの児童には、男女差がみられなかった。静岡県の児童は衣生活全体の事項において

意識が消極的で、男子の意識は著しく低かった。特に、男子の関心と美的意識が低いことが分っ

た。衣生活管理に関する意識は、両者の男女ともに高かった。正準相関分析やクロス集計の結果

から比較すると、静岡県の児童は、関心が低い者は美的意識も低く、消極的な方向において相関

関係が見られ、Los Angelesの児童では、衣生活に関心が高い者は被服に自己表現を依存する意

識も高く、積極的な衣生活意識が形成されていることがわかった。


